
Challenge №２ 

呉 市 立 蒲 刈 中 学 校 

第 ２ 学 年 通 信 

令 和 ４ 年 ４ 月 1 4 日 

始業式から１週間 
初日は，新入生を迎えるための準備をありがとうございました。皆さんも，１年前に 

このようにして先輩たちが自分達の入学のために準備をしてくれていたことが実感できた 

ことでしょう。そして，入学式では，１年前の自分達の姿を重ね，感慨深かったことと思います。 

1学期の個人目標と学級役員・教科係を決めたので紹介します。 

 

【１学期個人目標】            【１学期学級役員・教科係】 
◯石原悠暉くん 

 ・努力を続けて，何事も諦めずに最後までやり切る。 

◯鏡味桜雅くん 

 ・積極的にチャレンジする。 

○小寺颯くん 

 ・元気で楽しく生活し，何事にもチャレンジする。 

◯藤本優希くん 

 ・家庭学習を，時間を少しずつ増やしながらする。 

 ・部活のソフトテニスやソフトボールなどのスポーツを頑張る。 

 ・挨拶や返事をしっかりとする。 

○船田大悟くん 

 ・元気で楽しく生活する。 

○岩﨑希風さん 

 ・積極的にチャレンジする。 

○加計響希さん 

 ・何事も期日や時間を守る。 

○髙島野乃花さん 

 ・みんなに優しくする。 

○籏岡凜さん 

 ・何事にもチャレンジする。 

 ・授業での発表でたくさん手を挙げる。 

○日浦結月さん 

 ・挨拶をしっかりする。 

 ・人とコミュニケーションをとる。 

○船田藍海さん 

 ・最後まで諦めずに頑張る。 

 ・諦めずに自分でやる。       
   
   

 

【１学期前期班】   ＊班長は◎の付いた人です。 

 

 

 

 

 

 

 

代議員 船田くん 

広報委員 加計さん 

生活委員 船田さん 

保健委員 髙島さん 

国語係 鏡味くん 

社会科係 日浦さん 

数学係 石原くん 

理科係 船田さん 

音楽係 籏岡さん 

美術係 藤本くん 

技術家庭科係 加計さん 

保健体育係 髙島さん 

英語係 岩﨑さん 

道徳・学活係 船田くん 

総合係 小寺くん 

１班 台拭き係 ◎船田くん 小寺くん・加計さん・日浦さん 

２班 集配係 ◎岩﨑さん 石原くん・藤本くん・船田さん 

３班 学習係 ◎鏡味くん 髙島さん・籏岡さん 

みんなで協力して 

役割を果たして 

いきましょう。 



これからの学びでは，異なる視点の文章を読み比べ，自分の意見をまとめる力が求められます。

「朝日新聞」の『筆耕』の記事を活用した取り組みを見つけましたので，紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

廣津留すみれ 
バイオリニスト           

1993 年、大分市。ハ

ーバード大，ジュリア

ード音楽院を主席で卒

業。成蹊大学客生まれ

員講師，国際教養大非

常勤講師。 

 

熱く語れる芯

ある自分に 

 
上記の記事を使い，自分の意見を加えて 200字にまとめ記述力を高めるという取り組みです。 

 【中学２年生・女子の作例】 

 

 

 

 

 

 

 

作例について，教育アドバイザーの清水章弘さんが，次のようにアドバイスをされています。 

 廣津留さんの意見をふまえ，友人に関する具体的なエピソードを交えて書くことができているのは良いですね。

あえて指摘するとすれば，友人のエピソードが中心になっていること。廣津留さんは「自分の基準で物事を判断

したほうが絶対にいい」とも述べているので，友人のエピソードが中心だと自分の基準で考えられていないよう

な印象を与えかねません。自分のことを掘り下げることが難しかったのかもしれませんが，自らの思いの丈をつ

づるだけでも大丈夫。たとえば，友人の描写を少し削って，最後の決意表明を，「まずは自分の趣味である吹奏楽

を突き詰め，好きなトランペットについては熱意を持って語れるようにしたい」のように，具体化するのはどう

でしょうか。 

 皆さんにも，「新聞スピーチ」を通して，是非実践してほしいです。   
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ま
し
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れ
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こ
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大
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試
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で
満
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を
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れ
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た
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記
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。
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が
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い
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っ
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子
ど
も
が
海
外
に
進
学
し
た
い

と
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う
と
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治
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が
よ
く
な
い
」

「
学
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が
高
そ
う
」
「
生
活
が
大

変
そ
う
」･

･
･

な
ど
の
理
由
を
並

べ
て
反
対
す
る
大
人
も
多
い
と

聞
き
ま
す
。
で
も
、
私
が
実
際
に

米
国
に
行
っ
た
ら
違
い
ま
し
た
。

必
ず
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も
、
大
人
の
言
う
こ
と
が

正
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い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

う
の
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に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
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若
者
は
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り
た
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
自
分
の

基
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で
物
事
を
判
断
し

た
ほ
う
が
絶
対
に
い

い
。
最
近
は
大
学
で
教

え
て
い
ま
す
が
、
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
を
見

つ
け
て
い
る
学
生
が
多

い
と
感
じ
ま
す
。
い
い

傾
向
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

能
力
を
測
る
基
準

が
、
学
歴
だ
け
に
な
る

の
は
問
題
で
す
。
学
歴

は
「
努
力
し
た
人
」
と
い

う
指
標
に
は
な
っ
て

も
、
創
造
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

人
柄
な
ど
は
測
れ
ま
せ

ん
。
基
準
は
で
き
る
だ

け
増
え
た
ほ
う
が
い
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
必
要
な
人

間
の
才
能
は
、
色
々
な

側
面
に
隠
れ
て
い
ま
す

か
ら
。 
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私
も
、
自
分
の
好
き
な

こ
と
に
熱
意
を
持
て
る

よ
う
に
な
り
た
い
。
な
ぜ

な
ら
、
廣
津
留
さ
ん
の
言

う
よ
う
に
、
自
信
と
余
裕

に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。
私

の
友
達
は
、
本
気
で
バ
レ

リ
ー
ナ
を
目
指
し
て
い

る
。
彼
女
は
毎
日
バ
レ
エ

教
室
に
通
い
、
高
校
も
バ

レ
エ
が
で
き
る
学
校
に

行
く
そ
う
だ
。
バ
レ
エ
で

人
生
を
切
り
開
く
姿
を

見
て
、
好
き
な
こ
と
を
突

き
詰
め
る
と
自
信
が
出

て
く
る
と
感
じ
た
。
私
に

は
、
自
信
を
持
て
る
も
の

が
少
な
い
。
ま
ず
は
、
好

き
な
こ
と
を
突
き
詰
め

て
い
く
こ
と
か
ら
始
め

た
い
。
（
１
９
５
字
） 

ま
と
め
の
コ
ツ 

①
見
出
し
か
ら
読
め
ば
、
理
解

が
早
く
な
り
ま
す
。 

②
参
考
に
な
る
箇
所
や
、
共
感

で
き
る
（
で
き
な
い
）
意
見

に
は
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。 

③
わ
か
ら
な
い
言
葉
や
気
に

な
る
こ
と
は
、
辞
書
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
ま
し

ょ
う
。 

④
「
意
見
」「
理
由
」「
経
験
」

「
結
論
」
の
順
に
、
四
つ
の

固
ま
り
を
意
識
し
て
書
き

ま
し
ょ
う
。 


